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舟遊びの伝統を今に伝える船宿街

かつての品川宿は、目の前に海が開けており、湊町、猟師町、海運業のまちとして栄えました。現在、海は少し遠くなりましたが、
品川浦や勝島運河には屋形船を経営する「船宿」が軒を連ねております。ぜひ一度、品川宿伝統の舟遊びをお楽しみください。きっ
といい想い出になりますよ。

屋形船 船清（C-10）
TEL:03-5479-2731
http://www.funasei.com
屋形船 三河屋（C-10）
TEL:03-3471-3454
http://www.funayado-
mikawaya.com
屋形船 中金（C-10）
TEL:03-3471-4531
http://www.nakakin.com

屋形船 舟宿平井（C-10）
TEL:03-3471-9267
http://www.hiraimaru.com
屋形船 むつみ丸（C-10）
TEL:03-5463-6230
http://www.6230.jp
屋形船 大江戸（C-10）
TEL:03-5479-7007
http://www.o-edo.net

ジール（D-9）
TEL:03-3454-0432   
http://www.zeal.ne.jp
ザ・クルーズクラブ東京（E-11）
TEL:03-3450-4300
http://www.cctokyo.co.jp
屋形船 幸吉丸（C-10）
TEL:03-3471-3076
http://www.koukichimaru.com

船宿 いわた（C-5）
TEL:03-3471-1322
http://www.iwatamaru.com
屋形船 ・釣り船 大山丸
TEL:03-3765-0588
http://www.ohyamamaru.com

▶︎ お問合せ、ご予約は、各船宿へ。
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しながわっ子の誇り、みこしだこ

品川宿周辺でのご宿泊のお問合せ、ご予約は、しながわ観光協会会員の各ホテルへ。

東京マリオットホテル（B-10）
TEL 03-5488-3911
品川プリンスホテル（B-11）      
TEL 03-3440-1111
ロワジールホテル品川シーサイド（E-6） 
TEL 03-5781-3511

東横 INN 青物横丁駅（C-6）
TEL 03-5461-1045
ゲストハウス品川宿（C-10）
TEL 03-6712-9440
Bamba Hotel(C-8）
TEL 070-5566-9441
アワーズイン阪急（大井町駅前）
03-3775-6121

ANA ホリデイ・イン東京ベイ
03-6701-8888
ダイワロイネット東京大崎（大崎駅前）
03-5496-5055
東横 INN 品川大井町（大井町駅前）
03-3771-1045
ニューオータニイン東京（大崎駅前）
03-3779-9111

これが、みこしだこ
！

品川宿の人たちは、みんな祭りが大好き。
その祭りの主役は、何といっても神輿。特にこのまちの神
輿はどれも大きくて立派です。そしてこの神輿のかつぎ方
が独特で、神田や浅草などの「縦棒」を担ぐ江戸前とは違っ
て、「横棒」に肩を入れます。このために担ぎ手の肩と首
の間には大きなこぶができます。これが「みこしだこ」。こ
の体に染み付いた神輿の痕跡こそ、しながわっ子にとって
は何にも代え難い誇りなのです。
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1 千年の歴史をもつまち、品川宿。
このまちは古く平 安 時 代 頃 から
人々が住み始め、鎌倉時代にはす
でに湊町として発展し、武蔵の国
唯一の物流の拠点として栄えた古
いまちです。
1601 年に徳 川家康が「宿駅伝 馬
制」を定め東海道が日本を代表する街道になると、その第一の
駅 = 宿として、人や物、文化、情報がここ品川宿を中心に行き
交うようになり、益々発展していきました。明治維新以降は、日
本が近代化に向けて突き進む中、工業の中心都市へと変貌し、
近代日本の経済的発展を支え続けました。しか
し中世以来 1 千年にもわたって発展し続ける
一方で、まちとしての品川宿は余り変わるこ
とがありませんでした。21 世紀になった今
も、相変わらずちょっと古くさくて、人のぬく
もりがあり、同じ日本人から見ても懐かしさ
を覚える、そんなまちであり続けているのです。

江戸庶民の一大レジャースポット。
「江戸」の入口に位置する品川宿は、東西の文化が交流する文化

都市として発展しました。また自然環境にも恵まれ、西は御殿
山から南へ丘陵地帯が連なり、春は桜、秋は紅葉の名所として
知られ、関東一円から行楽の人々が押し寄せました。また東の
品川浦は魚介類の宝庫で、釣りや潮干狩り、船遊びの人々でに
ぎわい、町場には、それらの新鮮な魚介類をふんだんに使った
贅沢な料理を出す店や旅籠が軒を連ねていました。つまりここ
品川宿は、海、山の行楽があり、町場では
最先端の情報が行き交い、流
行の最先端を知ることがで
きる、 まさに、 江 戸庶
民には最高のレジャー
スポットとして人気を
集めていたのです。

品川宿が浮世絵に描かれたわけ。
浮世絵は、美人、役者、風景などを題材にした江戸
時代の風俗画ですが、今でいう、情報紙のような役
割も持っていました。つまり世間では今どんなことが
流行っているのか、役者や女性ではだれが人気があ
るのか、行楽に行くには今どこが一番か、そのような
最先端の情報を当時の人々は浮世絵から得ていたので
す。ここ品川宿もお花見や海辺の遊び、歓楽街の美人など、
絵になる題材に事欠きませんでしたから、浮世絵師はこぞってこ

のまちを描いたのです。

昔の道幅のまま残る東海道。
江戸時代には、政治の中心地である江戸から地方へと伸び
る主要幹線道路「街道」が整備されました。なかでも江戸
と京都を結ぶ「東海道」は最も重要な道路でした。そして
江戸時代は徒歩、馬、かごで旅をしましたので、お江戸日
本橋から大阪までの道筋に、57 の駅 = 宿場が作られました。

ここ品川宿は、日本橋から約 8 キロにある最初の宿場町。
そして今もまちの真ん中を通る東海道は、
江戸の昔からの道幅をそのままに、北品
川の八ツ山口から鈴ケ森口まで約 3.8km
が残る、貴重な歴史遺産なのです。

細長く狭い地形が、奇跡を生んだ。
海岸部の埋め立てが進む以前の品川宿は東に品川浦、西に御殿山の山並
みが迫るとても狭い地域で、そのまちの真ん中を東海道が通っていました。
この東西に狭く、南北に長い地形が品川宿には幸いしたといってもいいで
しょう。
明治 5 年、日本の最初の鉄道、東海道線もこの細すぎるまちを避けて、
御殿山の谷筋に進路を取りました。そしてこの鉄道で突き崩されたエリア
に今は、近代的なオフィスビルが建ち並んでいます。また大正時代末から
東側の海は急ピッチで埋め立てられ、工場地帯となりました。この埋め立
ての工場地帯もまた、現在は高層オフィスビル / マンションが混在する近
未来的なニュータウンへと生まれ変わりました。
しかしそんな周囲の大変動をよそに、品川宿は古き良き「人の住むまち」
を守りつづけています。品川宿の周囲が再開発の波に洗われた中、古き
良き姿が残ったこのまちの「奇跡」に、誰もがほっと胸をなで下ろすのです。

未知の空間に迷い込む楽しさ。

誰もが感じる、懐かしいまち。
「下町」。この言葉を聞くと、お互いの人間関係が濃く、世話焼きのおばさ

んがいる活気あふれる庶民の生活シーンを思い浮かべます。ここ品川宿も
今や東京には数少なくなったそんなまちのひとつで、多くの人がこの「懐か
しさ」を求めてこのまちを訪れます。散策の折りには、ぜひまちの人にも
声をかけてみてください。地元の人はみんな自分のまちが大好き。きっと
面白い話が聞けると思いますよ。

歴史を伝える美しい商家建築。
北品川宿の星野金物店、丸屋履物店、南品川宿
の富田屋工業所、松岡畳店、竹内医院など、東
海道筋にレトロな店構えの建築を探すのも、ま
ち歩きのお楽しみのひとつです。

まち並みをつなぐ。
まちを歩いていてもお気づきのように、品川
宿では独自の景観計画のもとに、看板、のれ
ん、ひさし、戸口、シャッターなど、店舗の
デザインや色彩に一定の基準をもうけ、品川
宿にふさわしい景観整備を進めています。石
畳の歩道や共通デザインの街路灯も、まち並
みをつなぐ景観活動の一環です。

祭りを中心に 1 年が回るまち。祭り
品川宿では年間を通じて多くの祭りが行われていますが、中で
も最も重要なのが、6 月初旬に行われる品川神社の「北の天王
祭」と荏原神社の「南の天王祭」です。どちらも伝統的な祭りで、
大きな神社神輿、町内神輿がまち中を練り歩きます。
品川宿の人々はこの何百年も続く祭りを心から愛し、そして何
よりの誇りとしており、1 年の暮らしはこの祭りを中心に動いて
いるといっても過言ではありません。品川宿の魅力を解く第一
の鍵は、この祭りにこそあるのです。

つなぐ

ようこそ品川宿へ

景観をつなぐ。東海道を石畳で

誰もが懐かしい、ちょっとレトロなまちをお楽しみください！

古き良き時代の東海道の雰囲気を蘇らせつつ、歩きやすく安全な道にと、
東海道の歩道を石畳に改修する活動が続けられ、ついに平成 24 年 3 月
末に、品川宿全域が完成しました。また北品川宿一帯は併せて電線地中
化の工事も完了し、すっきりとしたまち並みの景観となりました。まちで

は全 57 次 (53+ 大阪までの 4 宿 ) の各宿場か
ら街道松を寄贈してもらい、それを東海道沿い
に植える活動を続けています。街道松の広場
の松は、その第 1 号で浜松宿から贈られたも
のです。

石の道標、全 25 本
第一番は品川宿八ツ山入口。
そして最後の第 25 番は鈴ケ森
口。さあ、25 本完全チェック
にチャレンジしよう !

東海道の道筋を歩いていると、枝別れした細い道があちこちにあらわ
れます。ちょっと好奇心をくすぐるこの迷路のような路地を歩くと、地

元の人たちが丹精した植木が並んでいた
り、井戸があったり、洗濯物が干してあっ
たり、まちの暮らしと文化が直に感じら

れます。そんな路
地で地元の人に出
会ったら、 ちょっ
と会釈をお願いし
ます。

心がほぐれる寺社の緑。
品川宿の周辺には実に寺院が 34、主な神社
が 16 もあります。1 千年の歴史の中で、日
本各地から人々が集まってきた結果、この
ように多くの信仰の場が生まれました。緑
が多いお寺や神社は、宗教の違いを越え、
どなたにとっても心いやされる、とてもよ
い空間になっています。

まち角の歴史案内看板
まち角に掲げられた小さな
看板には、その土地の歴史
がワンポイント記されてい
ます。
まち歩きの参考に、ぜひご
一読下さい。

まち歩きの後は銭湯へ !
品川宿にはまだ 2 軒の銭湯が盛業
中。昔ながらの銭湯スタイルを守
る「吹上湯」、天然温泉が人気の「天
神湯」。まち歩きで疲れたら銭湯に
入ってリフレッシュ！　湯上がり
の一杯を飲みに出かけましょう。

品川宿で、
新しい働き方・交流、
始まっています。

SHINAGAWA1930 
品川の歴史を繋いできた建物をリノベーションし、品川の新しい拠点として、
様々な場所から訪れる人たちの交流を生み、発信していく複合施設です。
ソーシャルカフェ「PORTO」、日本酒の古酒・熟成酒専門店「いにしえ酒
店」、カフェ&コワーキングスペース「ママプラスカフェ」等の店舗が営業して
います C-10 
〒140-0001 品川区北品川1-21-9,10 
https://shinagawa1930.jp/

R a y T e r r a c e  レイテラス
北品川にある貸し会議室・レンタルスペース
です。明るい屋外テラスの内装をイメージし
ています。光あふれる落ち着いた空間で仕
事をしてみませんか。C-10 
〒 140-0001 品川区北品川 1 丁目 22-7
石田北品川ビル 2・3  
https://ray-terrace.co.jp/

鮫洲八幡神社のカワセミ
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ようこそ、品川宿へ ! 
ここ品川宿は、東京の最も先進的なエリアに
ありながら、昔から変わらない厚い人情と、
下町の情緒が色濃く残るまちです。
どうぞ心をときほぐして、ちょっとレトロな
まち品川宿をごゆるりと、お楽しみください。

27 BISTRO Lapin D'or	
キジや鴨などジビエも
提供する町のフレンチレ
ストラン。鴨のコンフィ、
マダイのパリパリ焼きが
人気　
㊡日,祝日

28 バゲットスタンド	
元なぎさ通り沿いにある
バゲットサンドのお店。厳
選素材を使いいつでも「お
いしいバゲット」を楽しめ
る  ㊡ 月 , 金

青物横丁エリア
29 そば茶屋 伊豆家
昼のセットメニューはどれもボリューム満点、とっ
てもお得。もりそば、天ぷらそば、ミニカツ丼セッ
トはおすすめ   ㊡日

30 コージコルディアーレ
手打ちパスタと、鮮魚の
炭火焼料理が自慢のイ
タリアン。こだわりのコー
ス料理からアラカルトメ
ニューまで充実   ㊡月

31 オリーブ
FC 東京マニアが喜ぶス
パゲッティ屋さん。冷た
いパスタを温かいアサリ
醤油スープで食す「品川
宿」をお試しあれ！ 
 ㊡日 , 祝日

32 てっぺい
天然鮮魚の刺身と日本
酒が豊富。だし巻き玉
子 にも注目 ! 厚 焼 き玉
子、旬のお刺身盛り合
わせはおすすめ！ 
㊡日 , 祝日 , 土不定休

33 ティンカーベル
女 性のリピーターが圧
倒的に多い町の洋食屋
さん。ハンバーグ、グラ
タン、海老フライと人気
メニュー勢揃い   ㊡日

34 Cuoca e Cuoco （クオーカ エ クオーコ）
ビルの奥にあるイタリア
料理をベースとした大人
の隠れ家のようなお店。
おしゃれな雰囲気の店
内と美味しい料理で地
元でも人気のお店  ㊡日

35 志な川 寿し 葵

すし職人一筋 30 年以上の技とこだわり食材で
もてなす上質空間。ランチから夜コースまで丁
寧に仕込まれたネタを堪能できる  ㊡月

36 四万十
婚活居酒屋としても有名な土佐料理を提供する
お店。入店時に「婚活」か「宴会」を選ぶユニー
クなシステム  ㊡不定休

37 カフェムジカ（昼夜営業）
国際品評会入賞の “世界最高品質” を冠した珈
琲を多数提供。珈琲はもちろんだが、トースト、
グラタンなど食事もおすすめ！ ㊡日

38 おもに（昼夜営業）
全 国に薬 膳 壷 漬 け
カルビを発信した焼
肉 の 名 店。A5 ラン
ク黒毛和牛カルビ、
薬膳壷漬けカルビが
人気  
㊡大晦日 , 正月

39 バルットリア兄弟
東京でも珍しい佐賀
県産の希少な伊萬里
牛を扱うアットホーム
なトラットリア。美味
しい料理とともに「が
ぶ飲みワイン」も人
気  ランチあり ㊡日

　

40 居酒屋まつり
毎日仕入れる新鮮な魚
でつくる刺身が評判の
居 酒 屋。魚をメインと
した料理にあう厳選し
た日本酒も取り揃えて
いる  ランチは平日のみ 
㊡土

41 とん八	
低温でじっくり揚げたかつは、外はサクサク、中は
柔らか。ひれかつ、メンチかつ、カツカレーとどれ
も美味しい   ㊡土

42 ホルモンソウル、ひろちゃん
鮫洲駅から徒歩 10 秒 ! 夫婦で営む焼肉 & ホル
モン焼き店。和牛カルビ、牛マル腸つまみに一
杯いかが   ㊡月

43 台湾家庭料理　李月	
台湾人のお母さんが切り
盛りするアットホームな
店。水餃子、魯肉飯、四
川風ワンタンがおすすめ   
㊡無休

44 しながわ食堂	
腕の良い若大将が旬の食材を提供してくれる一
軒。塩もつ煮、焼きトマトのチーズのせがおす
すめ  ㊡日 , 祝日（月のみ）

45   鈴乃家
丼に乗り切れないほどの穴子天が乗った穴子
天丼が有名だ。鶏おろし蕎麦、十割そばも人気  
㊡木

46 そば会席  立会川  吉田家
江戸時代から営みを
続ける老舗の蕎麦屋
さん。蕎麦と四季折々
のメニューが 楽しい

「蕎麦会席」がおすす
め  
㊡火（祝日営業）,
月 1 度連休あり

47 Cafe Lotty
「龍馬の足跡パン」

で話題のパン屋さ
ん。美味しい珈琲
も提供。龍馬の足
跡 パ ン、 ブレンド
珈琲で一休み  
㊡不定休

48 Pizzeria Bakka M'unica 
（ピッツェリア バッカ ムニカ）

ナポリから窯職人さんに来てつくってもらったこ
だわりの薪窯。ピザ生地は最低 48 時間熟成さ
せるオリジナル製法  ㊡無休

49 味一	
居酒屋としてだけ
でなく、食事客も
多い使い勝手の良
いお店。ロースか
つ、 ハ ン バ ー グ、
そして人気 No.1 は
牛たたき！  ㊡日

18 味丸
素材と味にこだわる中華食堂。品川カブラーメ
ンもおすすめ。味丸ラーメン、三元豚のジャン
ボ餃子なども人気  ㊡月

19 割烹 牧野
天 然 生 鮪、 ふぐ、 穴
子など豊富な活 魚と
美味しい地酒のお店。
名物活穴子の備長炭
七輪焼はオススメ！要
予約店   
㊡日 , 月（祝日のみ）

20 Chinese restaurant 野沢屋
小 籠 包、 麻 婆 豆 腐、
よだれ鶏は絶対ハズ
せない地元リピーター
も多い人気の中華料
理 店。ランチは小籠
包 2 つが 付く麻 婆豆
腐セットがオススメ！ 
㊡日,（水は不定休）

21 そば処 砂場
東京の蕎麦屋の名門、
更科、藪、砂場のうち
の一つ。天ぷらそば、
鴨南蛮など何を食べて
も美味しい
㊡日

南品川エリア
22 そば処 宝㐂家
日本最古の酵母で復活した「品川懸ビール」が
飲める店。玉子焼きや鴨ネギ焼きなど飲み好
きメニューも美味しい  ㊡日

23 ビーンズステーション
コーヒー豆 焙 煎 専 門 & パンも焼 いているカ
フェ。ハワイ式ロミロミの肩もみも受けられる！ 
㊡日

24 そば処 大むら
品 川区のマイスター
店にも選ばれた店。「そ
ばが 長 い」と噂。 海
老入り天ざる、カレー
南蛮、カツ丼が人気  
㊡土

25 丸直
昔ながらの温かい雰囲気が魅力の定食屋で旬の食
材を使った日替わりランチが評判。気取らず落ち
着いて食事を楽しめる一軒    ㊡ 不定休

26 南品川 茶箱
東海道品川宿の街道
沿いにできた日本茶カ
フェ。急須で入れる美
味しいお茶と、和菓子
職人がつくる創作和菓
子をお楽しみください  
㊡月

北品川エリア
1 手打ちそば しながわ 翁

蕎麦名人、高橋邦弘氏の
「翁」の暖簾分けを許され

た店。もりそば（ざる・田
舎）、鴨南蛮そば、季節
限定のお蕎麦などもあり
 ㊡日, 第２•４•５月, 祝日

（不定休）

2 若竹  
この地で半世 紀に渡り
江 戸前の味を継 承。活
うなぎ、活どぜう、 熟成
させ旨味を引き出したふ
ぐなど、季節ごとに厳選
された素 材を 使った料
理を楽しめる。 ㊡日

3 一福桃 
おいしい日本茶と手作り和菓子のカフェ。こだ
わり国産材料で餡から店内で手作りするどらや
きの「福かさね」は「しながわみやげ」に認定
されている。 ㊡不定休

4 甘味処  いちょうの木
“まめかん” や “クリーム
ぜんざい” などの甘味が
充 実。夏場の行列は必
至！大人気の楽しい創作
かき氷  アイス白玉あん
みつ、氷あずき、など

㊡10～ 6 月は木,7 ～ 9 月は木 • 日

5 zacca cafe La Capi
デザイナーでもあるオーナーが手掛ける雑貨カ
フェ。優しい手づくりのケーキやクッキーは地元
ファン多数　㊡日,祝祭日

6 ロビンソンクルーソー カレーハウス
辛さ○倍といくらでも辛くできる、話題のカレー
専門店。北品川カレー、御殿山カレーなど地元
名を冠したメニューも豊富   ㊡無休

7 そば処いってつ
品川宿らしい肴も多く、
掘りごたつ席もあり大人
数でもOK！ 品川宿そば、
かむろそば  
㊡水,祝日の月曜日

8  成ミチ 	
あたたかい下町人情あふれ
る一軒。おしゃれで落ち着
きのある店内で、バラエティ
豊かな鉄板焼きを楽しめる。
㊡日, 祝祭日

天王洲エリア
天王洲アイル（E-10）
オフィスビル、銀河劇場、ショッピング街、レ
ストラン、ホテルなどが集結するモール街。ウ
オーターフロントのおしゃれな再開発の先駆け。

水辺のボードウオーク（E-10）
おしゃれな天王洲アイルをぐるっとめぐる板張

りのデッキは、眺め
がよく散歩にぴった
り。この辺りの岸壁
には、ペリー来襲に
備えて築かれた、お
台 場 の 石 垣 が ま だ
残っている。

幕末築造の台場の名残（E-11）
東京モノレールが上空を行き交うすぐ下に、幕
末に築造された第四台場の石垣が、150 年の
時を経て今も残っている。

北品川 / 東品川エリア
ゴジラの初上陸地点（B-10）

ハリウッドでもリメイ
クされた世界的な人
気を誇る日本映画「ゴ
ジラ」。その第一作目
で、太平洋上で生ま

れたゴジラが陸地に第一歩を印したのが、八ツ
山陸橋。「シン・ゴジラ」にも登場。

禅問答の記念碑、問答河岸（B-10）
三代将軍・徳川家光（1604-1651）と有名な禅僧・
沢庵（1573-1645）が禅問答を交した場所。沢
庵は家光の要請を受け目黒川のほとりに東海
寺を開山した。

海辺のまちの名残、品川浦（C-10）
かつて品川宿の一帯は漁業が盛んで、すしや
天ぷらのネタに好まれる江戸前の魚が水揚げさ
れ、海苔の産地としても有名だった。1962 年
以降、漁は行われていないが、今も天ぷら店や、
つり舟、屋形船を営む船宿が多い。

幕末の史跡、土蔵相模跡（C-10）
1860 年の桜田門外 の変では 水戸浪士らが、
1862 年の御殿山イギリス公使館焼き討ちで
は、高杉晋作、伊藤博文ら長州勢が謀議を重
ねた妓楼の跡。

北品川の鎮守・品川神社（C-9）
江戸幕府を開いた徳
川 家 康（1542-1616）
やその孫・家光（1604 
-1651）など、将 軍 家
とゆ かりの 深 い 神
社。 毎 年 6 月 初 頭
に行われる「北の天
王祭」では、大きな

神輿がまちを練り歩き、大変にぎわう。境内
には、神輿を展示する宝物殿や、富士山信仰
を示す富士塚、自由民権運動の父・板垣退助

（1837-1919）の墓などがある。

昔の地形が今も残る台場跡（C-10）
台場小学校は、ペリー艦隊を迎え撃つために
幕末に構築された砲台場のひとつ。5 角形の敷
地は当時のままだ。品海橋を築いた石や、品
川灯台のレプリカが校門の右手に残っている。

江戸の鯨騒動、大鯨の墓「鯨塚」（C-10）
11 代将軍・徳川家斉（1773-1841）の時代、品
川浦に全長 18m もの大鯨が迷い込んだ（江戸
の三大珍獣のひとつ）。遠浅の品川浦で鯨をみ

ることは 珍しく大
騒 ぎとなり、将 軍
にもご覧に入れた。
その鯨の骨を葬っ
た鯨塚が利田神社
に残っている。

名工、伊豆長八の「こて絵」（D-9）
建物の壁などを漆喰で仕上げる職人を左官工
という。伊豆長八（1815-1889）は、木彫の左
甚五郎に並び称される左官の名工で、そのす
ぐれた仕事は「東洋のフレスコ画」と呼ばれて
いる。長八は品川宿でもいくつかの仕事を手
がけているが、中でも寄木神社本殿の内扉に

日本神話の 1 シーンを描
いたユーモラスな作品は
有名。また善福寺（C-9）
本 堂 正 面の上部には力
強い龍の作品が残ってい
る。通常は非公開

知恵の神様、虚空蔵尊（C-9）
養願寺は虚空蔵様と呼ばれ親しまれており、
13 歳でお参りすると福徳知恵が授かると伝え
られている。4 月と 11 月の 13 日に近い土日に
開かれる大祭は、参拝者でにぎわう。

北品川のお不動様、一心寺（C-9）
東海道の海側にある唯一のお寺で、ご本尊は
延命と商売繁盛を授けてくれる不動明王。毎月
28 日が縁日。

品川宿の本陣跡（C-9）
本陣とは、江戸時代に大名が宿泊するために
作られたホテルのような施設。この本陣があっ
た場所は、現在聖蹟公園となっている。この
地は、明治天皇が京都から東京へ移る際に休
息した場所でもあるため、天皇にまつわる「聖
蹟」の名がついている。

お休み処 品川宿交流館（D-9）
地元のまちづくり協議会が運営する品川宿の
総合案内所。1 階はお休み処、ミニギャラリー、

子 供たちに大 人 気の
駄 菓 子 屋・また あし
た。2 階 は 品 川 宿 を
知る展示、4 階には貸
ホール、会議室もある。
まち歩きは、ここから
スタート !

日本のガラス工業発祥の地（B-8）
日本で最初にガラスを製造した官営の品川硝
子製造所があった場所。当時のレンガ造りの
建物は、現在は愛知県犬山市の明治村に移築
されている。

有名人が多く眠る大山墓地（B-8）
東海寺大山墓地には高名な禅僧・沢庵（1573-
1645）や、日本で最初に鉄道を敷設した井上 勝

（1843-1910）、製靴の先駆者・西村勝三（1837-
1907）、国学者・賀茂真淵（1697-1769）、天文
学と暦の祖・渋川春海（1639–1715）などの墓
がある。

たくあん発祥の地、東海寺（B-8）
三代将軍・徳川家光（1604-1651）が禅僧・沢
庵（1573-1645）を迎えて開いた寺。日本人に
はなじみ深い漬け物「たくあん」が考案された
地でもある。境内の梵鐘は将軍家光の側室・
桂昌院（綱吉の生母）が家光の冥福を祈って寄
進したもの。

熊本藩主細川家の墓地（C-8）
かつてこの地には、細川家の菩提寺で東海寺
の塔頭のひとつ妙解院があったが、明治時代
に廃寺となり墓地のみが残った。巨大な石造
の五輪塔を中心に、69 基もの墓石がずらりと
並び、壮観。

春は桜、秋は紅葉の御殿山（B-10）
江戸時代から行楽の名所として人気のあるエリ
ア。今も緑が多く、往時の面影が残る。特に
御殿山トラストシティの庭園は四季の変化が美
しく散策にぴったり。

南品川櫻河岸まちなか観光案内所（D-8）
1929（昭和 4）年頃に交番として開設された建

物を当時の風情ある
意匠を生かした観光
案 内 所。 月・木・土
10:00 ～ 17:00 開 館。
※年末年始および臨
時休館あり

翡翠原石館（A-9）
翡翠の世界的なコレクターが自らの所蔵品を展
示。翡翠が含まれる巨大な岩石から小さな勾
玉まで、翡翠のすべてを見て、知ることができ
る。ショップもある。

南品川エリア
南・北をつなぐ品川橋（D-8）
品川宿を北品川宿と南品川宿とに分ける境の
橋。境橋とも呼ばれた。現在は橋の上は小さ
な庭園になっている。

東／南品川の鎮守・荏原神社（C-9）
東品川、南品川地区の氏神様。6 月初頭の大
祭は「南の天王祭」と呼ばれ、氏子 13 町会の
神輿が連なって練り歩き、大変盛り上がる。ま

た、お台場海浜公園で
海に入って神輿をかつ
ぐ勇壮な海中渡御は、
一名「かっぱ祭り」と
も呼ばれ、有名だ。

高村看板ミュージアム（D-8）
昭和ネオン本社内に設置された博物館。江戸
時代から昭和初期に制作された木製看板、約
150 点を展示。入場無料。 ㊡土、日、祝日

マンガ『浮浪雲』の舞台（D-8）
ジョージ秋山の人気長編漫画『浮浪雲』は、江
戸時代の南品川が舞台。湊町として、また問屋
場として栄えた頃のこの辺りの風俗がよく描か
れている。

品川屈指の古建築、海徳寺（C-8）
本堂は平成 19 年に再建されたが、材料は 1751
年の創建当時のものを再利用している。

偉人・高木正年と妙蓮寺（C-8）
品川宿で今も最も人気がある盲目の政治家・高
木正年（1856-1934）をはじめ、幕末の槍の達人・
丸橋忠弥などの墓がある。

しばり地蔵の願行寺（C-8）
「しばり地蔵」は祈願す

る人が地蔵の首を持ち帰
り、その願いが成就した
際に新しい首を奉納する
という信仰。地蔵堂には
奉納されたたくさんの首
が並んでいる。

街道松の広場（C-8）
街道松をつなぐ事業、その第 1 号として浜松宿
から寄贈いただいた松を記念して整備された、
多目的広場。

南品川のえんま様、長徳寺（C-7）
仏教では悪事を行った者は、死後に地獄へ墜
ちるといわれている。その地獄の裁判官・閻魔
さまがまつられているお寺。木造の閻魔王坐像
や地獄絵図が有名。

松の寺、本光寺（C-8）
有名な沢庵和尚（1573-
1645）が二人の高僧の
禅問答に立会ったこと
を示す「品川問答の碑」
がある。また由緒ある
黒松と品川宿で唯一の
三重塔でも知られる。

投げ込み寺、海蔵寺（C-8）
宿場町で働いていた身寄りのない遊女や、行き
倒れの旅人をねんごろに葬ったお寺として知ら
れている。

天龍寺のレンガ塀（C-8）
目黒川沿いのこのあたりは、日本の近代工業の
発祥の地。当時は煉瓦造りの工場が多く、今で
もその名残でレンガ塀があちこちでみられる。

坂に名を残した J.M. ゼームス（C-7）
坂の名前は、幕末から日本で航海術を教えた
ゼームス（1839 〜 1908）に由来する。彼はこ
の地を愛し、城南小学校の改築に寄付するな
ど地域に貢献した。勲二等旭日章を受賞。身
延山に眠る。

3m 余の巨石墓、清光院（B-8）
江戸時代の大名・奥平家の菩提寺。高さ 3m
を超える巨大な石造の五輪塔が約 80 基も並ぶ
墓域は壮観。

日本ペイント明治記念館（B-8）
日 本 で 最 初 に ペ ン
キ が 作 ら れ た 工 場。
1909 年ごろの赤レン
ガ 造りの 建 物の中に
は当時の製 造機械も
残っている。見学も受
け付けている。

高村智恵子の「レモンの碑」（B-7）
美術家・高村智恵子（1886-1938）が最後の日々
を送ったゼームス坂病院があった場所。夫で彫
刻家、詩人の高村光太郎（1883-1956）が智恵
子を詠った詩集「智恵子抄」は多くの日本人に

親しまれている。この碑には、智恵子とレモン
にまつわる詩が刻まれている。

仙台藩と仙台坂遺跡（C-6）
この一帯に奥州仙台藩の別邸（下屋敷）があっ
たため、その藩主・伊達家にちなむ遺物が数多
く出土している。

巨星が眠る天妙國寺（C-7）
日蓮の直弟子・天目上
人 が 1285 年に開いた
寺。歌 舞 伎で有名な、
切られ与三郎、剣豪・
伊藤一刀斎、浪曲の桃
中軒雲右衛門、新内の
鶴賀新内などの墓があ

る。将軍家の保護を受け、文化財も多い。

歴史を重ねた松岡畳店（D-7）
畳職人の仕事場兼住宅。低い二階建の構造は、
昔、海に近く浜風が強かったため、それを防ぐ
知恵だとか。

江戸六地蔵の品川寺（D-6）
品川で最も古い寺（806-810 年の開山）。高さ

4.8m の江戸六地蔵が街
道の安全を見守る。ジュ
ネーヴ市と品川宿との友
好のきっかけとなった洋
行帰りの鐘や、樹齢 600
年の大イチョウも有名。
一服するなら、境内の｢ 品
川茶屋 ｣ で ( 不定休 )。

新撰組ゆかりの釜屋跡（D-6）
新撰組は、1863 年に結成された政治組織。彼
らがよく利用していた宿「釜屋」の跡には、地元
有志の手によって記念の碑が建立されている。

千躰荒神の海雲寺（D-6）
火と水の神、また台所を護る神、千躰荒神の
寺として親しまれている。3 月と 11 月の 27・28
日の大祭には、参拝者で大変にぎわう。

鮫洲 / 立会川 /
鈴ケ森エリア

俳句ファン必見の泊船寺（C-6）
有名な俳人・松尾芭蕉（1644-1694）ゆかりの寺。
芭蕉とその弟子たちの坐像がある。境内には句
碑も多い。
俳句、饅頭好きなら来福寺（B-4）

高台にある静かな寺で、
かっては品川の海が望
めたという。山門は 140
年以上前のもの。境内
には雪中庵蓼太の句碑
や、「饅頭の祖」林浄因
の碑などもある。

鮫洲の鎮守、八幡神社（C-5）
境内には地元の猟師たちが寄進した狛犬や灯
ろうなど、珍しいものが多い。鮫洲は品川浦と
共に、江戸城へ魚を納める「御菜肴八カ浦」の
一つとして栄えた。8 月には夜祭りが行われる。

浜川のえんま様、嶺雲寺（C-4）
閻魔堂には 1680 年銘の石造・閻魔像と、脱衣
婆（だつえば）像が安置されている。閻魔は地
獄に堕ちてきた罪人を裁き、脱衣婆は三途の川
のほとりで着物をはぎ取るといわれている。

若き日の坂本龍馬像（C-3）
坂本龍 馬は、土佐 藩が黒 船
来襲に備えて立会川河口に築
いた砲台の警護に当たり、こ
の体験がもとで開国派へと目
覚めたといわれる。時に龍馬、
二十歳。この若き日の龍馬像
が北浜川児童遊園に建つ。

涙の別れ「なみだ橋」（C-3）
立会川にかかる浜川橋は、別名なみだ橋。江
戸時代の処刑場・鈴ヶ森の近くにあり、罪人と
その家族が、涙ながらに別れた場所。この橋は、
歌舞伎や小説にもしばしば登場する。

浜川砲台跡（C-3）
ペリー提督が率いる黒船の江戸湾侵入に備え、
土佐藩が築造した砲台の跡。当時の石が発掘
され屋外展示されている。

山内豊信（容堂）の墓（C-5）
幕末の四賢候と呼ばれる山内容堂（1827-1872）
は、現在の高知県にあたる「土佐藩」の殿様。
政治手腕に長け、藩の財政を立て直した名君。
1869 年、彼が住んだ屋敷の跡に日本で初めて
のビール工場ができた。

勝島運河の花海道（C-3、4 他）

勝島運河の土手は「しながわ花海道」と名付け
られ、地域の人たちのボランティア活動で、春は
菜の花、秋にはコスモスが楽しめるよう、草花
が植えられている。また堤の桜も見応えがある。

坂めぐり（B-4、C-4、5 他）
ヘルマン坂、木の芽坂、へびだんだん、などユ
ニークな名前の坂が多い。

鈴ヶ森刑場跡、大経寺（B-2）
江戸時代の処刑場。処刑第一号は槍の達人・
丸橋忠弥（1651 年）。以後、平井権八、八百屋
お七など、歌舞伎にも登場する人物がこの地で
処刑された。刑場が廃止されたのは 1871 年の
こと。

銘水・柳の清水、大井の水神（A-3）
古くから敬われている
水神さま。現在は清水
をポンプで汲み上げて
いるが、飲用は禁止さ
れている。

桜の名所、南大井（B-3）
浜 川 公 園 は花 見の人
気スポット。また、桜
新 道には八 重 桜 の並
木が続いている。

　　　　▼（B-2）

家族で、しながわ水族館（B-1）
海 や川とのふ れ あい を
テーマにした水族館。海
底を歩いているような気
分になる水中トンネルや、
海の生物にさわれる展示
もあり、家族連れにもお
すすめのスポット。

水と緑のしながわ区民公園（C-2）
人工の海水池「勝島の海」があり、水鳥が群れ
遊ぶ様子がみられる。サイクリングコース（無料
貸出自転車）、デイキャンプ場、スポーツ施設な
どもいろいろあり、家族で楽しめる。また四季
の草花や、多様な種類の樹木を見ながら散策す
る森林浴がおすすめ。

大森べルポート（A-1）
いすゞ自動車の再開発ビル。フリーマーケット
や音楽イベントなど、ユニークな企画が多く開
かれている。

9 居残り連
古典落語「居残り佐平治」に登場する鰻屋の跡
で営むイタリアン。自家製石垣牛コンビーフ、つ
ぶ貝のエスカルゴ風など何を食べても美味  ㊡日

10 KAIDO books & coffee
旅と街道がテーマの
本とスペシャリティ
コーヒーが自慢の
店。オーナーが腕
をふるう特製ホット
ドッグもおすすめ！ 
テ イクアウトコ ー
ヒーもあり   ㊡火

11 登龍
「大盛り」に注意 ! 目を疑うようなてんこ盛り !!

チャーハンを始め、餃子、ニラレバ炒めなどコ
スパ最強  ㊡日,祝日

12  鴨料理　呂尚 
夜のおすすめは「鴨
づくしコース」。ラ
ンチメニューも充
実。メンチカツは誰
もがビックリのボ
リュームで大満足。  
㊡日,祝日

13 COFFEE & BAR 小さな部屋
朝から深夜まで休まず営業をしている使い勝手
のよいお店。カレーピラフのカレールーがけ「イ
ンディアンライス」が人気  ㊡水

14  焼肉 Bamba Meat 
A4 ランクの和牛に
こだわった鮮度抜
群 な お 肉 を 提 供。
サイドメニューも充
実！さっぱりとした
締めの冷麺は超オ
ススメ。個室も完
備  ㊡不定休

北馬場エリア
15 一品楼
味、ボリューム、値段、スピード…文句なしの
一軒。自家製焼き餃子、ピータン、五目焼き
そばなどオススメ ㊡無休

16 榕城
想像以上の味とボリュームに地元民も納得の台
湾食堂。昼・夜ともに定食メニューも充実
㊡第２, ４土

17 北品川がむしゃら
古民 家 にいるよう
な居心 地の良い空
間で串揚げ をメイ
ンに創 作 料理と美
味しいお 酒を 楽し
める。 惣 菜 のテイ
クアウトも大 人 気
㊡日

東海道品川宿

見
所
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1月1日	 ● 初詣（各神社）

1月2日	 ● 新春餅つき大会（品川神社）

毎月28日	 ● 御縁日大護摩供、
	 　 ほうろく灸（一心寺）

2月3日（立春）	 ● 節分の豆まき（各神社）

2月11日または 	 ● 初午（各稲荷社）	
	 ＊日程は各稲荷社にご確認ください

3月27日、28日	 ● 千躰荒神春季大祭（海雲寺）

4月初旬	 ● しながわ運河まつり（品川宿お花見）

4月15日以降の日曜日	 ● 春祭 太太神楽（品川神社）

4月13日に近い土・日	 ● 虚空蔵尊春季大祭（養願寺）

4月30日	 ● 潮盛講（大國魂神社海上禊祓式）
	   （荏原神社）

5月下旬〜 	 ● 南の天王祭 （荏原神社）
	 ● 北の天王祭（品川神社）

6月30日	 ● 大祓い 茅の輪くぐり
	   （荏原神社/品川神社）

7月1日	 ● 品川富士山開き（品川神社）

7月下旬〜8月	 ● 盆踊り（各地）

9月最終の土・日	 ● しながわ宿場まつり
	   （東海道八ツ山から青物横丁）

	 ● 火渡り荒行（品川寺）

10月14日  	 ● 十夜法会（ 願行寺）

10月16日	 ● お会式 万灯供養（天妙國寺）

11月酉の日	 ● 酉の市（荏原神社）

11月13日に近い土・日	 ● 虚空蔵尊秋季大祭（養願寺）

11月23日	 ● 新嘗祭 太太神楽（品川神社）

11月27日、28日	 ● 千躰荒神秋季大祭（海雲寺）

12月31日	 ● 大祓い 
	   （荏原神社/品川神社）

12月31日	 ● 除夜の鐘（各寺院）
（品川寺、心海寺、本光寺では鐘をつかせてもらえます）

＊なお、祭礼などの日程は、変わることがありますので、ご注意下さい。 

東海七福神めぐり
元旦〜成人の日まで、  2 月 3 日（立春）

品川神社（大黒天）→　養願寺（布袋）→　一心寺（寿老人）　→

荏原神社（恵比須）→　品川寺（昆沙門天）→  

天祖諏訪神社（福禄寿）→　磐井神社（弁財天）大田区大森北 2-20-8

ま ち のカレンダー
なるほど

初午に近い日曜

6月初旬の金曜〜日曜

〒 140-0014
品川区大井 1-14-1  大井 1 丁目共同ビル 1F
TEL 03-5743-7642
http://shinagawa-kanko.or.jp/
営業時間：	 午前 9 時 30 分〜午後 5 時
	 （休館日：日曜日 • 祝日 • 休日 • 年末年始）
発　　行：	 品川区
制　　作：	 一般社団法人 しながわ観光協会
2026 年 3 月改訂・発行

鮫洲・立会川エリア

かつて品川宿の東側は海に面しており、漁業が盛んで、すしや天ぷらのネタに欠
かせない江戸前の上質な魚介類が水揚げされていた。また江戸・東京名物の海
苔の産地としても有名だった。昭和 37 年に猟師町の歴史は幕を閉じたが、今も
まちには、陸に上がった猟師さんが営む、天ぷらの名店や、海苔の老舗が伝統
の味を守っている。 （品川では漁師ではなく、猟師と書く） 

和・洋スイーツに
うまいものあり

品川宿には和菓子の老舗が多い。その理由は、周辺に 30 数ヵ寺もの寺がある
からとの説があるが、それだけでは説明はつかない。
しかも近年、洋菓子の名店がこれに加わり、品川宿は今やスイーツ花盛り。まち
歩きのお土産にぜひぜひ、お勧めしたい。

1 あきおか
明治 28 年創業。銘菓「品川巻」、手焼きせんべ
いの老舗。名物の品川巻はじめ、手焼きせん
べい 1 枚から買える  ㊡火

2 ミスタコルタ
手作りケーキとビストロ惣 菜のデリカテッセ
ン。オーダーケーキも人気。 ㊡水 , 日

3 マルダイ大塚好雄商店
江戸野菜、品川カブはここでしか買えません。
冬期限定。出会えたらラッキー！ ㊡日

4 いのパン店	
焼きたてパンとハチミツを揃えた地元ママさん
達の憩いの場。店内でも食べられる
 ㊡月 , 日 , 祝日

5 若素園
外ふんわり、中とろ～り の生カステラは老舗
茶園の冷凍スイーツ 
㊡日 , 祝 , 祭 ( 但し 7,17,27 日は営業）

6 菓子司　木村家
品川宿を代表する和菓子 “品川餅” はこちらで。
麩まんじゅうや大福もおすすめ   ㊡水

7 BOB BAGLE
NY スタイルと日本のスタイルが融合したベーグ
ル店。天然酵母を用いたベーグルは地元でも人気 
㊡火 , 水

8 品川菓匠　孝庵	
江戸野菜のスイーツなど、常時 40 種以上の品
揃え。宿場ロール、江戸野菜スイーツは人気の
しながわ土産   ㊡火

9 品川宿交流館／駄菓子屋またあした
１階の駄菓子屋は品揃えが充実。子どもばかり
でなく、なつかしい味を求める大人のファンも
多い。まち歩きマップや歴史資料も手に入る。   
㊡ 月（祝日の場合は翌日）

10 エスリエール	
パリ仕込み、地元の人に愛されている南品川の
本格的なケーキショップ。品川区南品川 1-8-11   
㊡水

11 遠州家
「閻魔いなり」で有名な和菓子屋さん。一味唐

辛子で味付けした閻魔いなりは是非ともご賞味
あれ！ ㊡月 , 第２, ４日

12 Patisserie レ・サンク・エピス
東海道沿いに位置する本格フランス菓子の店。
イートインではワインとイタリアン惣菜も楽し
める   ㊡月（祝日の場合は翌火曜日）

13 大黒屋	
国産米を使用した、あられ・せんべい専門店。
5 枚入りの「たけのこせんべい」（ミックス）が
定番   ㊡日 , 祭日

1 品川屋海苔店
明治創業の老舗。東京湾
の海苔にこだわった千葉
産。焼き海苔一帖から寿
司名店が愛用する高級海
苔まで扱う  
㊡日 , 祝祭日

2 ヤマキいとう
最高級の焼き海苔をお手
頃 価 格で「はねっぱ」が
おすすめ。坂本龍馬像を
描いた「龍馬さん 潮の彩
り」は土産の定番   
㊡日 , 正月三ヶ日

1 天婦羅うえじま
地元で代々続く元猟師
の 一 家 が営む 天ぷら
屋。 天 婦 羅 定 食、 天
丼もいいが、生姜焼き
定食も外せない   
㊡日

2 天室
高 級 感ある店 内で い
ただく京風の天ぷら屋
さん。 白 絞 め 油 で 軽
やかにあがった熱々の
天ぷらを味わえる  
㊡不定休

地元厳選！
品川宿飲食店
ガイド

天ぷらの名店、
海苔の老舗が多いわけ名 物

 品川懸ビール	

日本人が作った最古のビールで乾杯しよう。

【品川宿で飲めるお店・買えるお店】
・大塚酒店（品川区北品川 2-18-1）

・そば処 宝㐂家  （品川区南品川 2-12-3）㊡日

・西田酒店（品川区南品川 1-7-23） ㊡日

・とごしぎんざの牛乳屋（品川区豊町 1-4-11）㊡日

日本の
ビール発祥の地
品川

H 
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飲食店 　　 海苔          お土産　       天ぷら 
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